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ーN．ルーマンによる教育システム論の生涯教育学的拡張に関する一考察－  
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出 田 明 子  

斎 藤 綾 華  
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八 木 綾 子  

柳   竜 介  

山 下 里 絵  

沖 部 陽 子  

川 連 陽 子  

島 津 敦 好  

生命尊重の心を育てる生き物飼育  

国会論議にみる児童虐待  

家庭内における子供の「居場所」 －その変化と役割についての考察鵬  

わたしの中の秘密とその告白 一夏目軟石著『こゝろ』をとおして¶  

〈教える者〉－〈学ぶ者〉の生成 一親鸞の思想から見えてくるもの  

心が動かされる瞬間の考察  

嫉妬心への対処について  

「個体と変化」 －ベルクソン『創造的進化』を手がかりに一  

食べる身体の人間学的考察  

地域の祭りと子どもの育ち －「だんじり」を中心に一  

芸術の場の同一性について 一世阿弥の「無心」を手がかりに一  

選択の瞬間についての考察  

子育てを支援する地域社会のあり方を考える  

文学の場所／非場所 一入沢康夫『わが出雲・わが鎮魂』をめぐってm  

地域との連携による学校教育の改善 一市川市の教育改革に焦点をあてて一  

大学生の学習意欲に関する一考察  

思考の二重過程理論と意思決定の合理性に関する理論的考究  

世界と私をつなぐことば  

聴覚障害者と健聴者のコミュニケーション方略  

「学部から大学院へ進学する動機規定要因」  

失恋における部分喪失の心理  

芸術における「現実」の弁証法 －AdolfW61fliの作品と生涯を手がかりにT  

青年期女性における自傷と女性性  

職業決定過程における学生の職業意識の形成  

一就職活動の進路決定プロセスの再構成を通して 】  

到達せぬ苦悩 一口ル・Ⅴ・シュタインの余白に一  

戦彼の児童館実践の歴史的変容と課邁について  

一福祉観・児童観の観点から－  

「学び支援プロジェクト」における学生の学びの深化プロセスの検討  

－クリティカルシンキングの視点から－  

田村一二の障害児教育の思想と実践に関する一考察  

一京都市立滋野尋常小学校と石山学園の時代に焦点を当てて岬  

春 木 奈美子  

石 原   卓  

松 岡 梨 沙  

竹 内 理 恵  
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構築主義理論によるコンピュータ教育の理論と実践  

－シー モア・パパートの実践を中心に一  

身体図形のメンタル・ローテーションにおける自己の身体状態の影響  

箱庭制作における砂の作用に関する一研究  

同一性拡散における境界設定の特徴 －「家屋画」・「室内画」を用いて一  

死別した親との〈かかわり〉   

一九分割競合絵画法にあらわされたイメージを通して－  

青年期以降の母娘相互関係について －SCTと描画を用いた研究一  

中年期の危機とジュネラティビティとの関連性について  

－質問紙とインタビュー・描画を通じて一  

移行対象の観点から見た小学校教諭の携行品に関する研究  

友人を対象とする怒りの表出の制御とその動機  

一児童期における発達的変化一  

物語文章読解時の心的表象構築過程における記憶の役割  

美的感情の構造について 一 口ールシャツハカードを用いて－  

TAT反応過程における「取り組む」体験と「入り込む」体験  

一自我機能および図版特性との関連から一  

円型箱庭の臨床的意味について 一四角箱庭との選択・比較から一  

自閉症児における自己・他者への攻撃的行動とその変化  

青年期の同性関係と異性関係に関する研究  

学生競技者の引退に伴う心理的変容についての考察一括画を中心として－一  

大学生の「居場所」感覚に関する一研究  

一質問紙・インタビュー・箱庭を用いて－  

TATでみる抑うつ者の論理  

箱庭制作における枠の形の影響について 一長方形枠と円形枠の比較より一  

自伝的記憶における「視点」の意味に関する研究  

一幼児期記憶とそこから連想された記憶を用いて一  

九分割統合絵画法にみる青年期の自己概念  

〈見る・見られる〉鏡像遊びの心理的意義考察  

一自画像研究に見られる「自己イメージ」と他者一  

高齢者の死に対する態度について  

一転機に関する「自己語り」との関連から一  

非構成的グループにおける沈黙を巡って  

TAT物語の産出過程に関する研究 一手り手の視点と体験的側面に注目して一  

風景構成法における空間表現の検討 一特にTATとの比較を通して－  

渡 遠 大 介  

石 橋   遠  

大 石 真 吾  

大久保   泉  

鍛 冶 まどか  

北 江 暁 子  

笹 倉 尚 子  

笹 田 奈緒美  

田 村 夜 業  

常 深 浩 平  

東 畑 閑 人  

中 屋   大  

長谷川 康 孝  

永 井 久 世  

藤 本 陽 子  

古 川 裕 之  

本 多 早由里  

松 本 拓 磨  

宮 嶋 由 布  

森 田 健 一  

山 田 華 絵  

上 野 泰 治  

河 野 奈 央  

田 本   貴  

官 木   崇  

山 村 総一郎  
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アイデンティティについて  

－エリクソンによるW．ジェームズの手紙の引用を手がかりとして－  

CMサウンドロゴの反復呈示が好感度と記憶に及ぼす効果  

学校改善における学校経営コンサルタント導入の意義  

一三重県学校経営アドバイザー事業を事例として一  

義務教育費国庫負担制度維持論の検証  

生涯学習社会に対応した義務教育段階の「就学」のあり方  

中学校英語教育に見る、英語イメージのつくられ方  

公立図書館の資料提供と学習権とのかかわり：「人権またはプライバシーを侵害す  

る」資料の提供をめぐって  

奨学金の有効性と応用的示唆 一解放奨学金を通して一  

女子高生の語られ方についての社会学的分析  

『細雪』の時代と階層意識 －ピエール・ブルデューの理論を用いて  

京都市における国際交流事業施策とニューカマーの日本社会への適応  

一国際交流会館の活動を通して一  

児童と教師の関係における、隠れた問題点とその改善策  

青年における思想と社会の変容に関する考察  

科学をめぐる論争における真理への意志  

－「サイエンス・ウォーズ」の言説分析一  

協働における商店街の可能性 一高槻市わくわくストリート21を事例として－  

わが国におけるHIV／AIDSに対する方策の現状  

韓国における中等教育政策の変遷と5．31教育改革  

教育政策における政治家と理念 一致科書無償制度を焦点として一  

日本における介護の現状と、その進むべき方向性を考える  

大学における広報活動について  

女性と学歴  

フリーターという生き方の社会的構築  

川 口 明 彦  

西   武 雄  

石 橋   慶  

北 村 和 也  

木 下 順 司  

櫻 井 宏 美  

杉 野   築  

竹 内 みちる  

西 本 絵 理  

野 口  剛  

姫 野 雅 隆  

嶺 本 和 沙  

伊 藤 大 介  

石 川 貴 康  

杉 森 俊 威  

谷 田  希  

田 端 亜衣子  

松 永 和 書  

森 井 康 司  

石 引 聖 士  

上 西   輔  

三 島 康 弘  

（合計76名）  
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（1）投稿資格  

単著論文の場合，執筆者は，本研究科教員及び博士後期課程1年次以上の大学院生とし、  

院生については少なくとも指導教員1名の推薦のある者に限る。  

共著論文の場合，本研究科教員が第1著者となり，学内外の研究者（修士課程1年次以上  

の大学院生を含む）を共著者とする者に限る。  

（2）内容  

原稿の内容は未発表の学術論文とする。  

（3）使用言語  

原則として自由。ただし，外国人留学生は日本語で投稿すること。  

（4）原稿枚数  

単著論文は，本研究科教員の場合，400字詰原稿用紙で100枚，院生の場合，50枚を上限と  

する。  

共著論文では，全体で100枚を上限とする。外国語論文の枚数もこれに準ずる。  

ワープロによる場合は，A4判用紙で1枚当り「43字×38行」とし，教貞は25枚，院生は   

13枚とする。  

（5）投稿要領  

投稿に際しては，執筆注意事項指定の書式に従い，原稿の他にコピーを2部添え，締切日   

までに指定された提出先に提出のこと。なおワープロによる場合は，フロッピーディスクを  

添付のこと。  

また，英文タイトルおよび200語程度の英文アブストラクトを付けること。  

（6）投稿・問い合わせ先  

紀要編集委員会。  

（7）原稿の掲載の可否  

原稿の掲載の可否については，別に定める審査基準に基づいて紀要編集委員会が審査・決   

定する。  
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